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上

畠

ｂ
西
口

ー→

霊蟹垂垂弓．面

早
朝
の
ヨ
ッ
ト
八
－
バ
ー
を
発
つ

大
海
原
で
大
き
な
魚
を
釣
り
上
げ
た
い
１
．

そ
ん
な
夢
を
実
現
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
こ
の
夏

や
っ
て
き
た
。

８
月
岨
日
と
加
日
の
両
日
、
新
西
宮
ヨ
ッ
ト

ハ
ー
バ
ー
と
関
西
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
た

「
第
１
回
南
紀
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ト
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
」
。
恥
フ
ィ
ー
ト
以
上
の
ポ
ー
ト
か
ら
Ⅲ
キ
ロ

グ
ラ
ム
以
上
の
大
型
魚
を
釣
り
上
げ
、
そ
の
重

さ
を
競
う
ポ
ー
ト
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
（
ト
ロ
ー
リ

ン
グ
）
の
大
会
だ
。
参
加
し
た
の
は
、
新
西
宮

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
な
ど
関
西
の
マ
リ
ー
ナ
を
ホ

ー
ム
ポ
ー
ト
と
す
る
９
隻
。
「
ア
ク
テ
ィ
ス
」

「
ガ
ン
コ
Ⅲ
」
「
光
成
」
「
キ
ン
グ
オ
ブ
ダ
ン
ポ
」

「
パ
ピ
ョ
ン
」
「
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
」
「
マ
ー
ベ
ラ
ス

Ⅱ
」
「
メ
ッ
ソ
」
「
１
ナ
イ
ト
」
…
と
、
個
性
あ

ふ
れ
る
船
が
そ
ろ
う
。

午
前
５
時
、
西
宮
浜
の
南
端
に
位
置
す
る
新

西
宮
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
に
集
合
。
東
の
空
が
白

み
は
じ
め
た
。
大
会
の
本
部
船
で
あ
る
「
ガ
ン

コ
Ⅲ
」
（
ヤ
マ
ハ
Ｐ
Ｃ
‐
似
Ｓ
Ｆ
、
全
長
胆
・
５
メ

ー
ト
ル
、
総
ト
ン
数
約
焔
ト
ン
）
に
乗
り
込
む
。

「
あ
ん
ま
り
期
待
し
た
ら
あ
か
ん
で
」
。
ボ
ー
ト

の
オ
ー
ナ
ー
で
箕
面
市
に
住
む
会
社
社
長
、
坂

＆

一
室
・
】

＃

鍵.，
を

Ｅｑ

謬り

強
Ｉ

■

一

職悪霞
C■0

蕊機

Ｉ「
戸可
げき
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P

し

午
前
９
時
別
分
、
給
油
の
た
め
す
さ
み
港
に

に
降
り
て
き
て
、
５
本
の
ロ
ッ
ド
（
竿
）
の
準

己

、

F毛唱

出航を待つ本部船「ガンコⅢ」

声

る
に
は
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
な
い

ロ
ｰ

＝一ーr---

』

Ｊ
廼
吋
か
。
〃
Ｊ
，
ｒ

、 捗

蕊繁 彦跨’

＆Z』

灘
産

宮云

噌

iさあ釣るぞ！」一致団結するクルーの面々

露語 蕊毒

ト
ン
を
エ
サ
と
す
る
小
魚
が
集
ま
り
、
小
魚
を

瀬
戸
内
か
ら
太
平
洋
へ

§』

か
？
ビ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ト
へ
の
期
待
が
高
ま
る
。

は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
よ
う
だ
。
カ
ジ
キ
を
釣

雪

宇一

＝

微
妙
な
水
温
の
変
化
が
あ
り
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

忠
義
さ
ん
が
笑
う
。
「
カ
ジ
キ
が
釣
れ
た
の
は
こ

の
ｎ
年
で
１
匹
だ
け
。
ア
ホ
み
た
い
な
も
ん
や
、

船
ま
で
買
う
て
」
。
こ
の
ポ
ー
ト
は
他
の
参
加
船

か
ら
の
ロ
ー
ル
コ
ー
ル
（
釣
果
と
現
在
地
の
無

線
報
告
）
を
受
け
る
本
部
船
で
も
あ
る
た
め
、

新
西
宮
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
俣
野
茂

晴
さ
ん
と
黒
木
俊
博
さ
ん
も
同
乗
。
さ
ら
に
、

坂
さ
ん
の
友
人
の
登
日
出
男
さ
ん
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
樋
口
勉
さ
ん
、
助
っ
人
と
し
て
セ
ー
リ
ン

グ
ス
タ
ッ
フ
の
三
沢
さ
ん
、
そ
し
て
取
材
陣
を

加
え
た
９
名
が
今
回
の
ク
ル
ー
で
あ
る
。

流
れ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
潮
目
に
あ
た
る
。

午
前
６
時
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
和
歌
山
枯
木
灘

へ
向
け
て
出
航
。
快
晴
。
友
が
島
を
横
目
に
瀬

戸
内
か
ら
太
平
洋
に
出
た
。
「
こ
の
辺
は
よ
う
揺

れ
る
ん
や
」
と
樋
口
さ
ん
は
言
う
が
、
こ
の
、

4７

そ
れ
ま
で
操
舵
し
て
い
た
坂
さ
ん
が
デ
ッ
キ

備
を
始
め
た
。
太
い
釣
り
糸
の
先
に
は
印
セ
ン

チ
ほ
ど
の
ル
ア
ー
。
カ
ラ
フ
ル
な
イ
カ
の
よ
う

な
形
の
中
に
、
鋭
い
釣
り
針
が
隠
さ
れ
て
い
る
。

ル
ア
ー
を
海
に
流
し
、
自
転
車
ほ
ど
の
速
度
で

ボ
ー
ト
を
走
ら
せ
る
。
あ
と
は
獲
物
が
ヒ
ッ
ト

す
る
の
を
待
つ
だ
け
だ
。

「
こ
ち
ら
『
パ
ピ
ョ
ン
』
。
ヒ
ッ
ト
し
ま
し
た
！
」

午
後
２
時
如
分
、
政
岡
二
郎
さ
ん
率
い
る

「
パ
ピ
ョ
ン
」
か
ら
無
線
が
入
っ
た
。

「
バ
ピ
ヨ
ン
」
が
カ
ジ
キ
を
ヒ
ッ
ト
－
．

ジ
ー
ー
ー
ッ
。
「
パ
ピ
ョ
ン
」
船
上
に
リ
ー
ル

の
け
た
た
ま
し
い
音
が
響
き
渡
る
。
ロ
ッ
ド
を

手
に
取
り
、
政
岡
さ
ん
は
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ

ー
ト
に
座
っ
て
、
ベ
ル
ト
で
体
を
固
定
し
た
。

他
の
ク
ル
ー
は
、
残
り
４
本
の
ロ
ッ
ド
の
リ
ー

ル
を
巻
き
上
げ
キ
ャ
ビ
ン
に
片
づ
け
る
。
フ
ァ

イ
ト
の
邪
魔
に
な
る
か
ら
だ
。

ま
た
エ
サ
と
す
る
大
型
の
魚
も
集
ま
っ
て
く
る

ポ
イ
ン
ト
に
到
着
し
た
。
こ
の
辺
り
は
黒
潮
が

寄
る
。
午
前
ｎ
時
に
な
っ
て
よ
う
や
く
目
的
の

と
い
う
の
だ
。

が
よ
く
集
ま
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
ブ
ラ
ン
ク
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へ

一

や

謹鍵霞書

q要望：

ｕや
１余

０．′”

（
写
真
上
）
愚
新
鋭
の
リ
ー
ル
と
ロ
ッ
ド
が
カ
ジ
キ
を
ね
ら
う

（
写
真
下
）
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
ー
ト
で
ピ
ッ
グ
フ
ァ
イ
ト
を
待
つ
が
．
．

ヒ
ッ
ト
し
た
カ
ジ
キ
は
、
船
の
進
行
方
向
と

は
逆
方
向
に
猛
烈
な
ス
ピ
ー
ド
で
泳
ぎ
出
す
。

２
０
０
メ
ー
ト
ル
は
離
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

ボ
ー
ト
は
一
気
に
速
度
を
上
げ
る
。
ボ
ー
ト

の
馬
力
を
利
用
す
る
の
が
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
の
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
と
こ
ろ
だ
。

グ
イ
ッ
グ
イ
ッ
と
ポ
ン
ピ
ン
グ
。
フ
ァ
イ
ト

は
釦
分
ほ
ど
続
い
た
だ
ろ
う
か
、
よ
う
や
く
カ

ジ
キ
を
ポ
ー
ト
に
引
き
寄
せ
る
。

ギ
ャ
フ
マ
ン
が
カ
ジ
キ
の
腹
に
錆
を
刺
す
。

全
員
で
引
き
上
げ
、
暴
れ
る
カ
ジ
キ
の
頭
を
金

属
バ
ッ
ト
で
釦
発
ほ
ど
殴
る
。
体
長
約
３
メ
ー

ト
ル
、
体
重
１
１
３
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ク
ロ
カ
ワ

カ
ジ
キ
は
、
よ
う
や
く
お
と
な
し
く
な
っ
た
。

－乗言

鷺

そ
し
て
わ
が
「
刀
ン
．
Ⅲ
」
は
…

「
パ
ピ
ョ
ン
」
の
ほ
か
、
測
上
倉
治
さ
ん
率
い

る
「
光
成
」
か
ら
も
ロ
ー
ル
コ
ー
ル
。
師
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
ク
ロ
カ
ワ
カ
ジ
キ
を
釣
り
上
げ
た
と

の
連
絡
だ
。
し
か
し
、
本
部
船
「
ガ
ン
コ
Ⅲ
」

船
上
に
は
沈
黙
が
続
い
て
い
た
。
カ
ジ
キ
と
の

壮
絶
な
戦
い
を
頭
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
し
、
興
蒋

ば
か
り
が
先
に
立
つ
。

「
ヒ
ッ
ト
す
る
瞬
間
が
大
事
な
ん
や
」
と
坂
さ

ん
。
ト
ロ
ー
リ
ン
グ
は
、
獲
物
が
掛
か
ら
な
い

と
フ
ァ
イ
ト
も
何
も
始
ま
ら
な
い
。
本
当
に
待

つ
だ
け
な
の
だ
。

操
舵
席
に
は
坂
さ
ん
に
代
わ
っ
て
黒
木
さ
ん

4８

冒険への疾走を続ける「ガンコⅢ｣。左から、坂さんと登さん、黒木さんがデッキに立つ
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＝＝ー

丸

瞳診〃．‘Ｌ

FAX､0798-33-2411〒662-0934西宮市西宮浜4-16-1TELO798-33-0651

ハーバー内は波が静かで桟橋間のスペースも広く出入港は容易
で、２４時間の乗艇、給水、給電が可能です。

98-33-2411httpWWww､sinnisi-yh､cojp

￥

「
ｒ
Ｕｊ

ヤマノ

(写真右）優勝した「パピヨ
ン」の政岡二郎さん

(写真左）113キログラムの
カジキを釣り上げた「パピ

ヨン｣。新西宮ヨットハーバ
ーでＲｎ一

が
座
っ
て
い
る
。
エ
ン
ジ
ン
の
音
、
波
の
揺
れ
。

キ
ャ
ビ
ン
で
、
デ
ッ
キ
で
、
坂
さ
ん
を
は
じ
め
、

み
な
う
と
う
と
し
は
じ
め
た
。
果
報
は
寝
て
待

て
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
か
。

午
後
３
時
巧
分
、
ス
ト
ッ
プ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ

ま
で
あ
と
妬
分
。

「
今
日
は
あ
か
ん
な
」
坂
さ
ん
が
つ
ぶ
や
い
た
。

「
ま
、
明
日
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
は
っ
は
っ
は
」
。

駄
目
な
と
き
は
駄
目
。
こ
の
お
お
ら
か
さ
と
気

持
ち
の
切
り
替
え
が
海
の
男
に
は
必
要
な
の
だ
。

午
後
４
時
過
ぎ
、
釣
果
ゼ
ロ
の
ま
ま
、
す
さ

み
港
に
戻
る
。

一一一唾竪当雲

4９

ノ

＝

新
西
宮
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

７
ｋ

－ル

ｒ
、

(ｸﾙ皇霧笛夢繍
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「
誰
に
で
も
読
め
て
、
味
わ
え
て
、
余

韻
の
深
い
害
」
と
い
う
の
が
基
本
精

神
。
字
は
人
に
伝
え
る
た
め
に
あ
る

の
だ
か
ら
感
動
を
与
え
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。
先
生
自

身
、
表
現
の
た
め
に
絵
や
詩
、
俳
句
、

川
柳
な
ど
幅
広
く
手
掛
け
て
い
る
。

ペ
ン
字
や
検
定
対
策
、
水
墨
画
な
ど

目
的
に
あ
わ
せ
て
学
べ
る
の
が
魅
力
。

酬
象

カ
ル
チ
ャ
ー
特

画⑧＝、

書
道
家
に
学
ぶ
、
生
命
力
あ
ふ
れ
る
書
画

水
墨
画
本
来
の
流
れ
で
あ
り
、
今
世

界
で
注
目
を
集
め
て
い
る
現
代
中
国

画
を
基
礎
か
ら
学
べ
る
希
少
な
教
室
。

花
鳥
・
山
水
の
色
紙
作
品
か
ら
大
型

作
品
ま
で
、
上
達
す
る
と
自
作
を
家

に
飾
っ
た
り
、
展
示
会
に
出
品
し
た

り
と
学
ぶ
喜
び
も
増
え
る
。
一
枚
一

枚
先
生
の
手
害
き
と
い
う
練
習
見
本

か
ら
も
丁
寧
な
指
導
ぶ
り
が
わ
か
る
。

‘

一

ﾉ鷲
／
蛾』

集

極苫

脈
式
１
心

本
格
水
墨
画
を
基
礎
か
ら
丁
寧
に

託

/食
〃
／
ｚ
掴 し

=司雪謹透塞罵…急,割需，

害･画／四井汀花※｢佳人｣内面からにじみでる美しさをもつ人

吉織葉月水墨画教室
お問い合わせTELO7B-302-OOO3(留守の場合)TELo90-1145.800O
ご連絡は19:00以降に。初心者大歓迎１

貴崎教室(第1.3木)／須磨寺教室(第2.4木)／大久保教室(第2.4日）
いずれも13:00～15:0０

５０

毘彩画も還った美しさ（右から3番目が吉織先生）98年、明石海峡大橋の開通にあたり貝原俊民兵庫県知事がうたった詩

を書にし寄贈した四井さん(県芸術文化部西野次長と）

四井汀花倉Ｉ作書画教室
お問い合わせTEL・O7B-5g3-BOB4
近代詩文書作家協会･文部省認定書写技能検定審査員･こうべ芸術文化会読会員･半どんの会会

員・みぎわ会主宰・ＮＨＫ文化センター講師他

藤原台教室(月１５：２０～１７：２０〉／元町文化学院(木10:40～２０：００）／泉
台教室・アトリエ北区泉台(土１４：００～１７：００）入会金:3000円月謝;6500円

該傘4鍛宣

噌

蕊

燕
簿ｆよ 夕

｢上手になるコツは教え

ます。あとは楽しむ心

があればすべてＯＫ」と

四井汀花先生

一言

鵜Ｉ
墨の濃淡とにじみが独

特の美しさをかもし出

す水墨画。吉織先生の

作品

唾
、雪議ヅ
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お問い合わせTEL､Ｏ７Ｂ－７Ｂ１－４７７１
神戸市須磨区行幸町2-3-24

●レッスン曜日（火・木・土・日）

Ⅱ陽?､鉄「

藤間荊佳子日本舞踊教室

あ
な
た
も
こ
の
秋
、
い
つ
も
と
違
う

自
分
探
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

着
物
が
初
め
て
の
方
、
帯
が
結
べ
な

い
人
、
手
結
び
だ
け
の
美
し
い
着
こ

な
し
を
お
教
え
し
ま
す
。
き
り
つ
と

し
た
立
ち
居
振
る
舞
い
の
作
法
も
同

時
に
学
び
、
奥
の
深
い
着
物
文
化
に

ふ
れ
て
く
だ
さ
い
。
出
張
一
戸
付
け
、
組

み
紐
、
資
格
取
得
指
導
い
た
し
ま
す
。

豊田祥比三日本画・水塞画教室
お問い合わせTEL､O7B-B51-O332
神戸市中央区元町通6-7-3（豊田松雲堂）

毎土曜19:00～21:００第1.3木曜13:00～17:００毎金曜13:00～17:００

初
心
者
か
ら
名
取
、
師
範
ま
で
（
幼

児
～
而
代
）
、
藤
間
流
古
典
舞
踊
が
個

人
レ
ッ
ス
ン
で
習
え
ま
す
。
楽
し
く

踊
っ
て
運
動
不
足
も
解
消
！
礼
儀

作
法
や
着
物
の
着
付
け
も
身
に
つ
き

ま
す
。
優
雅
な
美
し
い
日
本
舞
踊
で
と
き

文
化
の
香
り
豊
か
な
充
実
し
た
時
間

を
共
有
で
き
る
喜
び
は
ス
テ
キ
な
人

生
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

手
結
び
着
付
け
を
身
に
つ
け
た
い
人
に

日
本
の
心
を
舞
踊
で
表
現
！

｢着物を着ると自然と楽

しみが増えます。新しい

自分を見つけられます

よ」と岩田敏子先生

｢初めての方でも２か月で

簡単な小曲が美しく踊れ

るようになります」と藤
間苅佳子先生

１１月の公演に向けてしあげの稽古に汗を流す生徒さんたち

悪
詔０ロ

色とりどりの花と楽し

みながら新しい自分を

みつけましょう。

一

‘

Ｆ

岩田先生を囲んで生徒の皆さん

日本きもの教育センター総合指導師範講師岩田敏子
お問い合わせTELO7B-752-2104

兵庫県文化体育館(水18:30~20:30/金10:００~12:00）
明石市立勤労福祉会館(土10:００~1200/金18:30~20:30）
計15回5000円随時募集

あ
ざ
や
か
な
美
し
い
花
び
ら
の
色
・

形
・
か
お
り
を
そ
の
ま
ま
に
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
の
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
や
ブ
ー
ケ
、
コ
サ
ー
ジ

を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。
庭
先
の
花
な

ど
も
ア
レ
ン
ジ
次
第
。
シ
リ
カ
ゲ
ル

や
ワ
イ
ヤ
ー
・
グ
ル
ー
ガ
ン
を
用
い

て
簡
単
に
つ
く
れ
ま
す
。
結
納
飾
り

（
実
用
新
案
申
請
中
）
も
大
人
気
。

高井翠花フラワーサロン
お問い合わせＴＥＬＯ７ｇＢ－７１－７３１６
西宮市西田町３１０神戸三宮センタープラザ西館6Ｆ
アトリエSUlKA

●見学･体験有(要予約）

ドライフラワー･フラワーデザイン｡いけばな(佳生流)選択自由。

初級コース<月２回)／＝殻コース(月３回)月謝40500円より花
材災別｡小学生・65歳以上いけぱな無料コース（月１回)あり。

結納飾りを２人のお部屋のインテリアとしてリフォームしてはいかが

聯
警鐘

原
色
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
で
リ
ー
ス
づ
く
り

楽
し
く
日
本
の
心
を
描
き
ま
せ
ん
か

気さくな豊田先生との会話も楽しい

生
徒
さ
ん
は
ま
っ
た
く
の
初
心
者
か

ら
、
本
格
的
に
絵
画
の
道
に
進
む
方

も
一
堂
に
集
ま
り
、
楽
し
く
自
然
の

風
物
を
描
く
の
が
こ
の
教
室
で
す
。

折
々
の
美
し
い
風
景
や
花
鳥
な
ど
、

日
本
の
心
を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

初
め
て
の
人
は
簡
単
な
水
墨
画
か
ら

は
じ
め
る
の
も
い
い
か
も
。

零
れ
ゆ
く
奉
陵
」

（
１
９
９
９
年
．
埋
田
鷲
三
画
）

鳶
Ⅱ

一
一
噸
鵬
一

雷
回
団

》

誠
夙
川

撫感雨１
国
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フレンチをもっと気軽に

たっぷり召し上が叙

⑩
（
四
通 ‘′
ｉｌｐＯＱＩ１ＯＶｍｐＤＥ

ＩＵ９ＭｌＱ児jlIA

篭閑Ｉ繍繍麓剰ﾎﾃﾙグﾗｼドビｽﾀ
○夜/17:30～22:００<ﾗｽﾄｵーダー21;３，

画０７８－幻1‐９１１１
〒650-0001神戸市中央区加納町2や７

ホテルグﾗﾝドピｽﾀ内ポルトヴェルデ
ｈＩＩＰ:"www』grandVIsta‘ＣＯ､Iｐ

高価なイメージのフレンチをもっと気軽に、とのシェフの思いがい

っぱいつまったアットホームなレストラン。夜のおまかせコースは

なんと2500円、神戸牛のコース5000円などリーズナブルなメニュー

に驚きだ。

神戸市中央区下山手通2-1-17
お気帳フレンチ

城村ビル２Ｆ
ポナベティ

冠078-333-3848

17:30~22:00(LQ21:30）Ｂ⑪X1a”etit
ll：３０～１４：３０

月曜休

神戸･北野

但馬の牛肉は独特の旨味で

二度と忘救られない蝋

ボーアイの牛太郎の肉のほとん（

いる｡この店の人気の秘密はそこ
ンは厚めで他店では味わえない。

くのがもうたまらない｡おまかせ
おいしい牛太郎のメニュー。

神戸市中央蔵残烏中町6-2-1

神戸パークシティ1Ｆ

冠078-302-7665

11週O～14:00／17:00～錘:００

木曜休

んどが養父郡太田牧場から直送されて
'こにある。店長お薦めの特選サ･ロイ

ぃ。肉の刺身が、口の中でとろけてい

Ｉせ(2人で￥6000から）が､その日一番

瀦 犠識
娩向の牛太郎
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北京料理の床とともに

枠にとらわ牧ない中華

伝統を踏まえつつ日本人の舌に合わせた、あっさりと上品な北京料

理。気軽なランチ、妙飯・妙麺(各800円）から、姦華挙式までおま

かせ。平日お昼のサーピスコース(2800円)は大人気。デイナーコー
ス6000円～。

中華料理

離職鰭,棺,餓閣
濡休

一品逸品を楽しみながら

目の前の炭火で焼く

特製の炉と備長炭がひきだす

神戸牛ステーキのうま味

胸一
一
・
一
一

一
■
一

特製の炉と俄畏炭で焼き上げる特_!:神戸牛は、とろけるような舌触

り。ステーキは1009から注文でき､すき焼き、しゃぶしゃぶ(各5500
円)など､気分に合わせて楽しめる。｢洋風かいせき｣(､００円）が好評。

神戸市中央区元町通38戸４

公078-331-2108

11：30～21：３０（L0,20：15）

ランチ平日１１：３０～１４：００

水曜休

炭や堂すて－きしゃぶしゃぶ

唆 駿
ＲＯＫＵＤＡＮ

上海の家庭料理を

食べる店

新鮮な魚介類をふんだんに使った_l海神理。海老がたっぷり詰まっ

た春巻(1200円)、白身魚のてんぷら(1300円)､ぶつ切りにしたわたり

蟹をネギとショウガ､醤油だけで妙めたjhj蟹(3000円～〉は名物料理。

神戸市中央区北長狭通3-4-10

盃078-331-3354

12：00～15:００

１７：００～21：3０（Ｌ､021：００）
月曜休

上う毎学卜理

愛 園
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m営業時間／10;OOam.～18I00p,m，
、定休日／日暇日

5４

兵庫県氷上郡市島町中竹HI1171
TELO79586-0331

EAX､0795-86-0202

URLhttp://www,koisuzumi.“・jｐ

神戸市東灘区御影塚町3-10-11
画O120-217-471

TEL,078-821-3351

FAX､0120-217-476

西山酒造場

二・．蟻識’
△q』ＬＱＬｐ語 小

溌
会
毒
十
六
夜
に
美
酒
の
宴

ｉ
》

､鰹 源
聯ら

判

Ｎ

丹
波
の
栗
の
木
、
萩
、
す
す
き
が
秋

め
く
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
の
衆
景
園
で
、

９
月
四
日
、
小
鼓
会
の
月
見
の
婆
が
開

か
れ
た
。

黄
緑
の
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
が
よ
く
似
合

う
中
島
女
史
の
司
会
で
開
幕
。
「
西
山
裕

三
社
長
が
、
京
セ
ラ
の
稲
盛
会
長
が
主

宰
す
る
稽
盛
塾
で
、
経
営
者
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
」
と
報
告
。

西
山
社
長
は
「
５
月
に
ド
イ
ツ
と
イ

タ
リ
ア
を
旅
し
て
、
ア
ン
フ
ォ
ラ
の
ガ

ラ
ス
の
大
き
な
壷
を
手
に
入
れ
、
今
夜

は
、
こ
こ
か
ら
ミ
レ
ニ
ア
ム
２
０
０
０

の
ボ
ト
ル
で
汲
み
出
し
て
味
わ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
積
盛
さ
ん
か
ら
の
経
営

者
賞
は
、
励
み
に
な
り
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
美
酒
小
鼓
に
合
わ
せ
て
、
岡
本

和
弘
料
理
長
が
手
の
込
ん
だ
薬
膳
料
理

の
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
。
特
に
、
漢
方
入

り
の
ふ
か
ひ
れ
蒸
し
ス
ー
プ
は
妙
な
る

味
。
美
酒
小
鼓
に
ぴ
っ
た
り
。

潔殿
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ど
の
制
定
・
運
用
に
取
り
組
ま
れ
た
り
、
全
国
的
に

も
極
め
て
先
進
的
施
設
で
あ
る
総
合
福
祉
ゾ
ー
ン

「
し
あ
わ
せ
の
村
」
の
整
備
の
礎
を
き
ず
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
明
石
海
峡
大
橋
の
着
工
に
向
け
た
地
元
等
で

の
調
整
や
、
神
戸
国
際
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
文
化
都
市

榊
想
の
推
進
な
ど
、
全
市
的
計
画
の
策
定
や
事
業
の

実
施
調
整
に
は
、
あ
な
た
の
果
敢
な
行
動
力
や
豊
か

な
発
想
が
、
大
き
な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
は
、
あ
の
震
災
の
時
、
真
っ
先
に
私
の
と

こ
ろ
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
と
と
も

に
車
の
中
か
ら
見
た
、
愛
す
る
神
戸
の
ま
ち
の
惨
状

が
、
私
た
ち
の
復
旧
・
復
興
に
か
け
る
執
念
を
駆
り

立
て
ま
し
た
。
あ
な
た
は
、
職
員
の
先
頭
に
た
っ
て
、

文
字
ど
お
り
不
眠
不
休
で
、
市
民
の
生
活
再
建
、
ま

ち
の
復
旧
・
復
興
に
努
め
て
く
れ
ま
し
た
。
助
役
就

任
後
は
さ
ら
に
、
神
戸
経
済
の
再
生
に
向
け
て
取
り

組
み
、
な
か
で
も
、
上
海
・
長
江
交
易
促
進
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
や
神
戸
空
港
計
画
、
神
戸
医
療
産
業
都
市
椛

想
の
推
進
な
ど
、
神
戸
市
の
将
来
を
見
据
え
た
事
業

の
推
進
に
全
力
を
傾
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
は
、
最
後
の
最
後
ま
で
、
愛
す
る
神
戸
の

た
め
そ
の
全
身
全
霊
を
傾
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
あ
な
た
の
強
い
意
思
は
、
残
さ
れ
た
者
す
べ
て
の

心
に
ひ
び
い
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
な
た

を
今
失
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
大
き
な
痛
手
で
あ
り

ま
す
が
、
あ
な
た
の
死
を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
、

こ
れ
か
ら
も
神
戸
の
ま
ち
の
発
展
の
た
め
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
喜
び
を
あ
な
た

と
分
か
ち
合
え
な
い
こ
と
が
、
無
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

い
つ
ま
で
も
お
名
残
は
尽
き
ま
せ
ん
。
神
戸
の
ま
ち

を
愛
し
、
神
戸
の
ひ
と
を
愛
し
、
共
に
働
く
仲
間
を

愛
し
た
山
下
君
、
ど
う
か
安
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ

い
。
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
て
、
お
別
れ

の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
茄
叩
戸
市
長
笹
山
幸
俊
）

神
戸
市
助
役
の

山
下
彰
啓
父
Ｑ
ん
を
悼
む

あ
な
た
は
、
昭
和
調
年
に
神
戸
市
に
奉
職
さ
れ
て
以

来
、
詑
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
神
戸
の
ま
ち
を
愛
し
、

そ
の
発
展
に
全
精
力
を
傾
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
特

に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
の
平
成
７
年
９
月
か

ら
は
、
私
を
直
接
補
佐
す
る
助
役
と
し
て
、
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
功
績
は

到
底
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
ま
せ
ん
。
今
、
こ
う
し

て
、
ご
遺
影
の
前
に
立
ち
ま
す
と
、
精
力
的
な
ど
生

前
の
お
姿
と
と
も
に
、
あ
な
た
が
取
り
組
ま
れ
た

数
々
の
業
績
、
ま
た
、
き
め
細
か
な
配
慮
と
愛
情
を

も
っ
て
部
下
に
接
し
て
お
ら
れ
た
あ
な
た
の
人
柄
が
、

次
々
と
険
に
浮
か
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

あ
な
た
は
、
強
い
責
任
感
と
豊
富
な
知
識
、
級
密

な
思
考
を
も
っ
て
、
卓
越
し
た
力
を
発
揮
し
、
全
国

に
先
駆
け
て
、
「
神
戸
市
民
の
環
境
を
守
る
条
例
」
な

旧鐙

神
戸
市
助
役
の
山
下
彰
啓
氏
が
、
８
月
８
日
の
朝

他
界
さ
れ
た
。
突
然
の
計
報
に
驚
い
た
。

今
年
の
新
春
に
、
市
役
所
の
ロ
ビ
ー
で
お
会
い
し

「
神
戸
っ
子
も
大
変
と
聞
い
て
い
る
け
れ
ど
頑
張
っ
て

よ
、
小
泉
さ
ん
！
」
と
激
励
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、

４
月
Ⅲ
日
の
神
戸
っ
子
祭
り
に
は
元
気
な
姿
で
ユ
ー

モ
ラ
ス
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
、
小
誌
６
月
号

で
、
震
災
か
ら
丸
５
年
目
の
復
興
事
業
を
、
明
る
く

語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
神
戸
女
性
経
営
者
倶
楽

部
で
は
、
神
戸
の
皿
世
紀
へ
の
都
市
像
を
講
演
さ
れ
、

神
戸
高
校
Ｏ
Ｂ
の
面
目
踊
如
と
感
銘
を
受
け
た
時
が
、

６
月
２
日
。

聞
け
ば
、
７
月
末
ま
で
仕
事
を
さ
れ
て
、
入
院
、

そ
し
て
ガ
ン
と
の
闘
い
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。

東
灘
の
阿
弥
陀
寺
へ
お
通
夜
に
伺
っ
た
が
、
弱
歳
の

若
さ
。
震
災
時
の
ご
苦
労
が
偲
ば
れ
た
。
こ
こ
に
笹

山
幸
俊
市
長
の
弔
辞
の
一
節
を
紹
介
し
て
追
悼
と
か

え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
合
掌
（
小
泉
美
喜
子
）
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最
近
神
戸
の
街
を
歩
く
と
お
し
ゃ
れ
な
看
板

が
よ
く
眼
に
つ
き
ま
す
。
震
災
後
は
そ
の
所
在

が
わ
か
れ
ば
よ
い
と
い
う
だ
け
の
目
的
で
作
ら

れ
た
の
で
景
観
に
適
さ
な
い
看
板
も
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
落
ち
着
い
て
く
る
に
つ
れ
て
神
戸

ら
し
い
セ
ン
ス
溢
れ
る
看
板
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
唐
草
模
様

の
凝
っ
た
吊
り
金
具
の
下
へ
、
こ
れ
ま
た
彫
刻

を
施
し
た
木
製
の
看
板
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
お
し
ゃ
れ
な
看
板
を
出
し
て
い
る
お
店

な
ら
、
き
っ
と
ひ
と
味
違
う
お
い
し
い
食
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
か
な
、
と
か
ブ
テ
ィ
ッ
ク

な
ら
ば
、
他
所
に
無
い
し
ゃ
れ
た
グ
ッ
ズ
を
置

い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
つ
い
入
っ
て
み

た
く
な
る
の
が
客
と
し
て
の
人
情
で
す
。
や
は

り
看
板
は
お
店
の
顔
で
す
か
ら
そ
の
お
店
の
オ

ー
ナ
ー
の
人
柄
も
表
現
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
汚
れ
た
顔
で
人
前
に
出
た
ら
恥
を
か
く
よ

う
に
、
表
へ
出
て
い
る
看
板
も
お
化
粧
は
当
然

な
が
ら
い
つ
も
美
し
く
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
の
サ
イ
ン
関
係
の
製
作
過
程
は
ほ
と
ん

ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
て
お
り
文
字
も
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
が
キ
ー
を
叩
く
だ
け
で
い

ろ
ん
な
色
の
つ
い
た
粘
着
シ
ー
ト
を
切
り
出
し

て
く
れ
て
こ
れ
を
下
地
に
貼
る
だ
け
で
す
ぐ
に

看
板
が
で
き
あ
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ラ
ス
ト
や
下
地
が
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
カ
ラ
ー

に
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
Ｃ
Ｇ
か
ら
取
り
込
み

″
お
し
ゃ
れ
な
手
作
り
看
板
〃
で

神
戸
の
街
を
楽
し
く
飾
る

井
上
誠
〈
霊
霊
雅
嬉
認
銅
鰯
雲
事
景
初
蝋
戸
マ
ィ
ス
タ
‐
〉

講
師
と
し
て
各
中
学
校
へ
進
路

郵
仏
の
垂
思
向
兄

一
名
が
認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

旧m３

を
含
め
現
在
「

神
戸
市
民
専
門

指
導
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
手
作
業
の

技
術
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
は
不
可
能
な
文
字
の
書
き

方
・
表
情
の
あ
る
文
字
と
は
。
と
い
っ
た
テ
ー

マ
で
学
生
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
勉
強
し
て
い
ま

す
が
、
な
ん
で
も
手
作
り
の
よ
さ
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
、
創
作
の
面
白
さ
を
覚
え
て
も
ら
う

の
が
目
的
で
す
。

若
い
方
た
ち
か
ら
も
手
作
業
に
よ
る
美
し
く

て
楽
し
い
広
告
サ
イ
ン
の
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ

い
て
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
空
間
ス
テ
ー
ジ
の

な
か
に
、
魅
力
あ
る
屋
外
広
告
美
術
の
素
晴
ら

し
い
作
品
が
参
加
し
、
こ
の
神
戸
の
街
に
彩
り

と
活
気
を
も
た
ら
し
ま
す
こ
と
を
お
約
束
い
た

し
ま
す
。

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
で
プ
リ
ン
ト
し
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
こ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
し
た
も

の
は
、
ど
の
看
板
を
見
て
も
同
じ
よ
う
で
規
格

的
で
面
白
さ
が
失
わ
れ
、
歩
い
て
い
て
も
つ
い

見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
作
品
が
多
く
な

る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
そ
の
店
の
特
徴
を
主
張
し
て
、
ま
た

印
象
づ
け
る
た
め
に
も
手
作
り
の
「
お
し
ゃ
れ
」

な
看
板
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

神
戸
市
で
は
全
国
に
先
が
け
て
神
戸
マ
ィ
ス

タ
ー
制
度
が
あ
り
、
広
告
美
術
の
分
野
で
は
私
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'Ⅷ'勤

別訂

、

竃戸

エリザベートのダイエット用分銅

壁
今

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
い
え
ば
す
ぐ
に
あ
の
エ
リ
ザ

ベ
ー
ト
皇
后
を
連
想
す
る
の
は
宝
塚
歌
劇
の
功
績

だ
ろ
う
。
雪
、
花
、
宙
、
三
組
と
も
に
大
成
功
を

収
め
た
舞
台
は
宝
塚
の
歴
史
に
残
る
作
品
と
な
っ

た
が
、
実
は
私
も
一
路
真
輝
の
初
演
以
来
、
す
っ

か
り
ハ
マ
っ
た
一
人
で
あ
る
。
だ
が
ウ
ィ
ー
ン
の

シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
宮
殿
を
訪
ね
る
と
、
あ
の
舞
台

が
い
か
に
事
実
に
忠
実
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

か
が
わ
か
る
。

ま
ず
肖
像
画
。
時
を
越
え
て
件
む
彼
女
は
、
好

奇
心
で
瞳
を
き
ら
き
ら
輝
か
せ
、
固
く
結
ば
れ
た

唇
に
強
い
意
志
を
惨
ま
せ
た
、
魅
力
的
な
女
性
だ
。

彼
女
の
賢
い
と
こ
ろ
は
、
年
を
重
ね
て
か
ら
は
一

枚
と
し
て
肖
像
画
を
描
か
せ
な
か
っ
た
こ
と
。
そ

の
た
め
彼
女
は
、
永
遠
に
二
十
代
の
こ
の
肖
像
画

で
の
み
、
人
々
の
記
憶
の
中
に
生
き
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
の

き
い
ず
れ
の
音
を
た
ど
っ
て

の前で。玉岡かおるさん

■

『

悪

噸
た
そ
が
れ
の
二
十
世
紀

ウ
ィ
ー
ン
の
紫

隅組

'電

ご灘

鼻=一一一デ索室

宮
殿
に
は
彼
女
が
そ
の
美
貌
と
ス
レ
ン
ダ
ー
な

体
型
を
保
つ
た
め
に
作
ら
せ
た
体
操
の
器
具
や
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
用
に
綿
密
に
食
物
の
量
を
計
ら
せ
た

天
秤
、
分
銅
な
ど
が
残
っ
て
お
り
、
美
を
保
つ
こ

と
に
賭
け
る
彼
女
の
並
々
な
ら
ぬ
想
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
。

美
貌
の
皇
女
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宮
廷
に
あ
ま
た

存
在
し
た
が
、
こ
の
皇
后
は
あ
の
ダ
イ
ア
ナ
妃
に

さ
き
が
け
る
こ
と
百
年
、
宮
廷
の
煩
雑
な
束
縛
や

形
式
主
義
を
厭
い
、
一
人
の
女
性
と
し
て
魂
の
開

放
を
求
め
て
生
き
た
、
た
ぐ
い
ま
れ
な
精
神
の
持

ち
主
だ
っ
た
。

玉
同
か
お
る

ウィーンのシェーンブルン宮殿にあるエリザベート皇后の肖像画

琴

も
っ
と
も
、
賢
帝
と
謡
わ
れ
た
フ
ラ
ン
ッ
・
ヨ

ー
ゼ
フ
皇
帝
に
嫁
い
だ
彼
女
の
生
涯
は
、
旅
に
明

け
暮
れ
、
福
祉
に
心
血
を
注
い
だ
旅
先
で
暗
殺
者

ル
イ
ジ
・
ル
キ
ー
ニ
の
凶
刃
に
倒
れ
る
と
い
う
、

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
幕
切
れ
で
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。

悲
劇
の
皇
后
は
、
今
で
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
民

に
シ
シ
ィ
と
い
う
愛
称
で
呼
ば
れ
て
慕
わ
れ
て
お

り
、
何
気
な
く
入
っ
た
古
い
温
泉
地
の
ホ
テ
ル
で

さ
え
、
「
う
ち
に
は
シ
シ
ィ
も
泊
ま
っ
た
の
よ
」
と
、

ま
る
で
去
年
ま
で
生
き
て
い
た
人
の
よ
う
な
自
慢

話
に
花
が
咲
く
。
今
で
も
こ
の
国
の
お
み
や
げ
の

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
は
彼
女
の
肖
像
を
用
い
た
シ
シ

ィ
・
グ
ッ
ズ
と
い
う
か
ら
、
そ
の
人
気
の
ほ
ど
が

わ
か
る
だ
ろ
う
。

世
縮
準
木
は

カ
フ
ェ
で
語
ら
れ
た

さ
て
、
城
を
出
て
街
に
出
れ
ば
、
ウ
ィ
ー
ン
は

音
楽
の
都
、
歴
史
の
都
、
そ
し
て
十
九
世
紀
末
に

花
開
い
た
文
化
と
芸
術
の
都
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、

､、

､と

エリザベートが使った体操器具 て

一＝一一一一

i噂
自
画
田

１－
一
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(左）洗練されたウィーンの洋菓子
(右）ご存知ウィンナコーヒー

市
民
が
気
取
っ
た
サ
ロ
ン
に
奥
深
く
閉
じ
こ
も
る

の
で
は
な
く
、
街
に
出
て
、
大
い
に
語
り
、
伝
え

合
う
場
と
し
て
、
カ
フ
ェ
が
大
き
く
貢
献
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
更
リ
ザ
ベ
ー
ト
』
で
も
、
政
治

を
め
ぐ
っ
て
議
論
す
る
市
民
が
集
ま
る
カ
フ
ェ
に
、

死
の
帝
王
ト
ー
ト
が
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
入
れ
知
恵
を

す
る
と
い
う
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
が
、
カ
フ
ェ
は
ウ

ィ
ー
ン
っ
子
に
と
っ
て
ま
さ
に
生
き
た
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

ち
な
み
に
そ
の
由
来
は
、
十
字
軍
の
遠
征
に
よ

り
ト
ル
コ
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
豆
が
も
た
ら
さ
れ
コ
ー

ヒ
ー
が
大
流
行
し
た
こ
と
に
よ
る
。
現
在
の
カ
フ

ェ
の
原
型
は
す
で
に
十
八
世
紀
に
は
形
成
さ
れ
て

い
た
ら
し
い
。
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
も
カ
フ
ェ
で
過
ご

す
時
間
を
大
切
に
し
た
し
、
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
は
み
ず
か
ら
カ
フ
ェ
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い

た
と
い
う
か
ら
、
今
か
ら
思
え
ば
寺
き
い
こ
と
だ
。

十
九
世
紀
末
に
な
る
と
、
音
楽
家
に
限
ら
ず
、

文
士
や
画
家
、
建
築
家
な
ど
が
常
連
と
し
て
カ
フ

ェ
に
集
ま
っ
た
。
中
に
は
詩
人
の
ア
ル
テ
ン
ブ
ル

ク
の
よ
う
に
、
手
紙
の
宛
て
先
ま
で
も
カ
フ
ェ
．

画

〆

100年も続くカフェがいたるところに

蔑
了急、

曲

カ
フ
ェ
の
常
連
・
詩
人
の
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
。
カ
フ
ェ
・
ツ
ェ
ン
ト
ラ
ル
に
て

ツ
ェ
ン
ト
ラ
ル
に
し
て
し
ま
う
者
も
い
た
ほ
ど
だ
。

ま
た
、
カ
フ
ェ
・
グ
リ
ー
ン
シ
ュ
タ
イ
ド
ル
は
、

シ
ュ
ニ
ヅ
ッ
ラ
ー
、
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
を
始
め

と
す
る
〃
若
き
ウ
ィ
ー
ン
派
〃
の
拠
点
で
あ
り
、

こ
こ
か
ら
多
く
の
世
紀
末
文
学
者
が
生
ま
れ
、
歴

史
に
名
を
残
し
た
。

そ
ん
な
華
令
元
の
ウ
ィ
ー
ン
っ
子
を
気
取
り
た
い
な

ら
、
カ
フ
ェ
に
入
れ
ば
、
日
本
の
よ
う
に
「
コ
ー

ヒ
ー
！
」
と
た
の
む
だ
け
で
は
い
け
な
い
。
苦
く

濃
い
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
は
「
モ
カ
」
、
イ
タ
リ
ア

で
は
カ
プ
チ
ー
ノ
と
呼
ば
れ
る
「
メ
ラ
ン
ジ
ェ
」
。

熱
い
モ
カ
に
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
を
載
せ
た
「
ア

イ
ン
シ
ュ
ペ
ン
ナ
ー
」
に
は
、
オ
レ
ン
ジ
リ
キ
ュ

ー
ル
や
チ
ェ
リ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
入
れ
た
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
ウ
ィ
ン
ナ
・
コ
ー
ヒ
ー
の
豊

富
さ
に
は
驚
く
。驚

息，

１

鍵謹う

『，Ｌ汀更．

＝

カフェは人生の一コマ

曙
雲
糾

ま
た
、
ザ
ッ
ハ
ト
ル
テ
に
代
表
さ
れ
る
、
洗
練

さ
れ
た
ケ
ー
キ
も
ウ
ィ
ー
ン
の
カ
フ
ェ
が
生
ん
だ

大
き
な
文
化
に
違
い
な
い
。

ふ
と
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
オ
レ
ン
ジ
し
か
食

べ
な
か
っ
た
シ
シ
ィ
な
ら
、
コ
ー
ヒ
ー
と
ケ
ー
キ

を
め
ぐ
る
こ
の
幸
福
は
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
考

え
る
。古
い
町
並
み
の
保
存
の
た
め
厳
し
い
規
制
が
設

け
ら
れ
て
い
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
い
つ
し
か

私
ま
で
が
シ
シ
ィ
を
昨
日
ま
で
い
た
人
の
よ
う
に

偲
ん
で
い
る
。
そ
う
、
ウ
ィ
ー
ン
に
は
、
百
年
を

経
て
な
お
変
わ
ら
な
い
、
ふ
し
ぎ
な
時
間
が
よ
ど

ん
で
い
る
。

協
力
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
観
光
局

ル
フ
ト
ハ
ン
ザ
航
空

強
制

●
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、＆１
一一Ｉ

で
た
バ
ン
ド
で
、
タ
イ
ガ
ー
が
演
奏
し
て
い
た

の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
よ
。

タ
イ
ガ
ー
そ
う
、
あ
の
こ
ろ
い
つ
も
一
緒
だ

っ
た
よ
な
。
何
か
を
捜
し
求
め
て
い
た
。

マ
イ
ク
一
緒
に
い
て
す
ご
く
馬
が
合
っ
た
。

い
つ
で
も
、
親
し
い
友
人
関
係
だ
っ
た
し
、
い

つ
も
音
楽
の
話
を
し
て
い
た
よ
。
タ
イ
ガ
ー
は

な
に
を
考
え
て
い
る
ん
だ
ろ
う
か
と
か
、
な
に

を
練
習
し
て
る
ん
だ
ろ
う
か
と
海
い
つ
も
探

り
を
入
れ
て
い
て
、
追
求
し
て
い
た
よ
。
今
日

ＢＯＳＴＯＮ
ＺＺ交友録交

守

画

Ⅶ

タイガー･大越(ﾄﾗﾝぺｯﾄ)＆

マイク･スターン(ギﾀ〒）ク
互いにバークリー音楽大学でジ･牡ズ群勃論し、タイガー大

郷繕1つ製矛：ー 冒鴎迄蛾(i高･鋤黙
への情熱はつきることを知らない。

pholO/贈本僚司インタビュアー/小泉昭子(本誌）

、

》

声
一

女
…
陥
皇
画

て
、
追
求
し
て
い
た
よ
。
今
日

も
、
も
っ
と
時
間
が

伽
壷
、
．
あ
れ
ば
タ
イ
ガ
ー
が

侭
識
》
唾
牝
雄
途
恥
家
浄
密

ラ
生
ち

獅
誹
錘
う
と
思
っ
て
る
ん
だ

語
や
韮
け
ど
。
（
笑
）

す
の
Ｉ

愛
彼
躍
タ
イ
ガ
ー
リ
サ
ィ

錘
乱
唾
タ
ル
ホ
ー
ル
で
、
マ

》
翫
棒
イ
ク
の
ギ
タ
ー
を
初

嬉
薙
詫
め
て
聴
い
た
と
き
、

挿
醗
”
彼
は
ア
コ
ー
ス
テ
ィ

’
二
人
は
い
つ
ご
ろ
、
ど
こ
で
知
り
合
っ
た
の
。

タ
イ
ガ
ー
拓
年
に
Ｂ
Ｓ
Ｔ
（
ブ
ラ
ッ
ド
・
ス

ウ
ェ
ッ
ト
＆
テ
ィ
ア
ー
ズ
）
を
や
め
た
こ
ろ
だ

っ
た
か
な
。
そ
の
バ
ン
ド
を
や
め
て
ボ
ス
ト
ン

に
帰
っ
て
き
た
ん
だ
よ
ね
。

マ
イ
ク
で
は
な
い
よ
。
タ
イ
ガ
ー
が
、
沼
年

に
ス
モ
ー
ル
・
ポ
テ
ト
に
い
た
こ
ろ
じ
ゃ
な
か

っ
た
か
な
。
タ
ィ
ガ
ー
ズ
・
バ
ク
の
前
に
組
ん

甲
陽
サ
ウ
ン
ズ
主
催
の
全
国
ツ
ア
ー
を
展
開
す

る
マ
イ
ク
・
ス
タ
ー
ン
さ
ん
は
、
毎
日
の
欠
か

せ
な
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
ス
イ
ミ
ン
グ
を
終
え

て
や
っ
て
き
た
。
長
年
の
友
人
で
あ
る
タ
イ
ガ

ー
さ
ん
は
、
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
ズ
フ
エ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
バ
ー
ク
リ
ー
音
大
教
授
陣
グ
ル
ー
プ

と
し
て
来
日
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
で
、
近
況
報
告

を
延
々
と
続
け
る
二
人
の
談
笑
は
い
つ
終
わ
る

と
も
つ
か
ず
、
対
談
は
そ
の
会
話
に
、
割
り
い
っ

て
す
す
め
ら
れ
た
。

壮
烈
な
音
楽
談
義
を

交
わ
し
て
い
た
ふ
た
り

一
一
一
一
騨
一
蝋

EmI

､

一宇一一可

ツ
ク
ア
ン
プ
に
ギ

タ
ー
を
つ
な
い
で

ジ
ャ
ム
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
し
て
い
た
の

に
、
と
て
も
き
れ

い
な
音
色
を
出
し

て
い
た
。

昔
、
一
緒
に
よ

く
い
た
こ
ろ
は
、

音
楽
の
こ
と
し
か

頭
に
な
く
っ
て
、

タイガーからはたくさんのことを学んだことを思いだす
よ。数少ないグレートプレイヤーで、作曲家としてもす
ばらしいし、作品も幅広い。ビッグバンドからさまざま
なバﾝドを組んできて､音色も独特でいろんな音をもっ
ているから、ボク自身もインスパイヤーされる⑥

Ｆ

う
れ
し
い
け
ど
、
ほ
ん
と
は

不
安
だ
っ
た
マ
イ
ル
ス
・

デ
イ
ビ
ス
の
誘
い

Ｖ
利

一識巽唯一ｌ
バ
ー
ク
リ
ー
音
大
の
大
勢
の
学
生
が
い
る
な

か
で
、
お
互
い
を
ど
う
し
て
選
ん
だ
の
。

タ
イ
ガ
ー
そ
れ
は
い
い
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

は
、
い
つ
も
い
い
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
引
き
つ

け
合
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
ク
人
間
関
係
で
い
え
ば
、
ボ
ク
は
ビ

ル
・
フ
リ
ゼ
ー
ル
と
よ
く
一
緒
に
演
奏
し
て
い

て
、
タ
イ
ガ
ー
も
彼
ら
と
よ
く
一
緒
に
活
動
し

て
い
た
か
ら
ね
。

タ
イ
ガ
ー
ズ
・
バ
ク
は
、
ビ
ル
・
フ
リ
ゼ
ー

そ
れ
以
外
の
こ
と
は
、
眼
中
に
な
か
っ
た
。
マ

イ
ク
、
覚
え
て
る
？
ラ
イ
ブ
で
演
奏
し
た
の

を
全
部
テ
ー
プ
に
録
音
し
て
、
朝
ま
で
聴
い
て
、

熱
い
討
垂
刺
せ
交
わ
し
て
い
た
よ
ね
。

マ
イ
ク
す
ぱ
ら
し
い
こ
と
だ
っ
た
よ
ね
。
音

楽
の
こ
と
を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
た
。
強

烈
で
、
刺
激
的
な
言
い
争
い
だ
っ
た
。
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ゴゴ

～

ル
、
ト
ミ
ー
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
、
ド
ラ
ム
の
ビ
ニ

ー
・
カ
リ
ウ
タ
や
ト
ウ
ナ
イ
ト
シ
ョ
ー
の
ジ
ェ

リ
ー
・
エ
ト
キ
ン
ズ
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
演
奏

家
を
世
界
に
送
り
だ
し
た
バ
ン
ド
だ
よ
ね
。

タ
イ
ガ
ー
昔
は
、
バ
ク
音
楽
学
院
？
と
よ

く
言
わ
れ
た
も
の
だ
。
（
笑
）

ｌ
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ビ
ス
が
７
年
間
の
沈
黙
を

破
っ
て
、
演
奏
活
動
を
再
開
す
る
と
き
に
マ
イ

ク
を
誘
っ
た
い
き
さ
つ
を
聞
か
せ
て
。

マ
イ
ク
ボ
ス
ト
ン
に
は
小
さ
な
ク
ラ
ブ
が
い

っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
タ
イ
ガ
ー
も
ボ
ク
も
「
マ
ィ

ケ
ル
ズ
」
と
い
う
ク
ラ
ブ
で
演
奏
活
動
を
し
て

い
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の
こ
ろ
、
サ
ッ
ク
ス
の
ピ

ル
・
エ
バ
ン
ズ
と
よ
く
一
緒
に
出
演
し
て
い

暫
宍q蛤画雨、

＝

【
卓

〔〔

／／ ､可。､可。

｡

《～

j>や、

i；

|’〆
Ｉ＆

ざ
▲
軸
郡
師
畷
’
１

Ｅ
ｈ

５
Ｉ

１
厘
聖
幽
圃
固
Ⅷ
１
’
里

弓～

,i際
Ｉｉｉ

～

守

③

里
囲
〆

己

た
か
－
。
レ
ッ
ッ
ゴ
ウ
、
練
習
し
よ
う
」
念
さ

’
マ
イ
ク
は
新
聞
を
読
み
な
が
ら
も
、
ギ
タ
ー

を
放
さ
ず
、
練
習
し
て
い
る
と
聞
い
た
け
ど
。

マ
イ
ク
イ
ヤ
、
や
ん
な
い
よ
、
い
ま
は
。
昔

は
も
っ
と
も
っ
と
練
習
し
て
い
た
け
ど
ね
。
い

ま
で
も
た
く
さ
ん
練
習
す
る
必
要
は
あ
る
ん
だ

け
ど
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
作
り
だ
す
た
め
に

は
。
で
も
時
間
が
な
く
っ
て
。
そ
れ
が
ボ
ク
の

い
ま
の
人
生
か
な
っ
て
思
っ
て
る
。
プ
レ
イ
ヤ

ー
に
は
い
ろ
ん
な
と
き
が
あ
る
け
ど
、
い
ま
は

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
が
で
き
な
い
時
期
な
ん

だ
ろ
う
な
。
ほ
ん
と
う
に
二
人
と
も
音
楽
を
す

ご
く
愛
し
て
い
る
か
ら
ね
。

タ
イ
ガ
ー
は
、
い
ま
で
も
い
つ
も
練
習
し
て

る
？
タ
イ
ガ
ー
時
間
が
あ
る
か
ぎ
り
。

マ
イ
ク
知
識
を
得
れ
ば
得
る
ほ
ど
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
ど
ん
ど
ん
で
て
く
る
っ
て
心
境
だ
ね
。

タ
イ
ガ
ー
そ
の
と
お
り
だ
よ
ね
。
マ
ィ
ル

ス
・
デ
イ
ピ
ス
の
言
葉
に
「
不
必
要
な
枝
を
切

る
よ
り
は
、
そ
の
刀
を
研
ぐ
べ
き
だ
」
と
い
う

の
が
あ
る
。
無
駄
な
仕
事
を
す
る
な
。
い
や
な

仕
事
を
す
る
よ
り
練
習
を
し
て
い
た
ほ
う
が
い

い
と
い
う
意
味
な
ん
だ
よ
ね
。

Ｉ
マ
イ
ク
は
い
ま
も
チ
ャ
ー
リ
ー
・
バ
ナ
カ
ス

の
通
信
講
座
を
ず
っ
と
受
け
続
け
て
る
け
ど
何

故
。マ
イ
ク
ボ
ク
自
身
の
新
し
い
発
想
と
か
新
し

い
ア
イ
デ
ア
と
か
音
楽
に
使
う
言
葉
を
増
や
す

た
め
に
。
ボ
ク
は
音
楽
を
言
葉
と
同
じ
も
の
と

し
て
と
ら
え
て
い
る
か
ら
、
音
楽
に
対
す
る
言

葉
の
理
解
が
深
ま
れ
ば
、
知
識
や
レ
ベ
ル
が
高

牢牢
医

暦
口
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国
俵
ｙ
“
駒
三

鰯
，

言
罰
則
１

－

＝

る
よ
・
最
近
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
と
再
契
約

を
し
て
、
い
ま
ま
で
に
９
枚
レ
コ
ー
ド
を
出
し

て
る
の
で
、
さ
ら
に
６
枚
の
契
約
を
交
わ
し
た

ば
か
り
だ
か
ら
。
も
う
し
ば
ら
く
は
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ヅ
ク
で
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
よ
。

ｌ
と
て
も
忙
し
い
こ
と
に
な
り
そ
う
ね
。

マ
イ
ク
そ
う
願
っ
て
い
る
よ
。
こ
の
商
売
は

い
つ
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
。
（
笑
）
タ

イ
ガ
ー
も
ボ
ク
も
同
じ
目
的
が
あ
っ
て
、
人
生

の
う
え
で
、
演
奏
活
動
が
多
く
な
る
と
き
も
あ

れ
ば
、
教
育
に
力
を
そ
そ
ぐ
時
期
も
あ
る
し
、
表

面
的
に
は
い
ろ
ん
な
形
に
な
る
け
ど
、
根
底
に

は
音
楽
を
や
り
続
け
た
い
と
い
う
土
台
が
あ
る
。

タ
イ
ガ
ー
印
歳
に
な
っ
た
の
で
、
こ
の
先
の

加
年
、
な
に
を
す
る
べ
き
か
じ
っ
く
り
見
据
え

る
時
期
に
き
て
い
る
。

ジ
ャ
ズ
に
は
、
音
楽
の
開
拓
者
た
ち
が
い
て
、

ボ
ク
も
そ
の
開
拓
者
の
ひ
と
り
だ
っ
た
と
思
う

け
ど
、
民
族
音
楽
や
民
謡
と
か
、
注
目
し
て
い

層
ﾛ

っ
て
い
く
ひ
と
つ
の
動
機
は
そ
こ
に
あ
る
と
思

一
つ
。マ

イ
ク
２
年
前
、
タ
イ
ガ
ー
と
一
緒
に
日
本

で
演
奏
し
た
と
き
に
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
か

ら
、
ツ
ァ
ー
で
も
い
い
か
ら
ま
た
一
緒
に
演
奏

し
た
い
な
あ
。

き
た
い
。
今
回
の
ツ
ァ
ー
で
は
ネ
パ
ー
ル
の
音

楽
で
演
奏
が
始
ま
る
試
み
を
し
て
い
る
。
先
日

の
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
、
和
太
鼓
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
を
し
た
し
、

創
造
的
な
音
楽
と
そ
の
国
や
土
地
で
自
然
発
生

し
た
音
楽
、
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
な
音
楽
と
の

融
合
を
し
て
い
き
た
い
。

ネ
パ
ー
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
、
イ
ン
カ
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民
俗
音
楽
や
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
ブ
ァ
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
や
ベ
ト
ナ
ム
の
古

い
歌
、
そ
れ
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ガ
ム
ラ
ン
や

ス
ペ
イ
ン
の
グ
レ
ゴ
リ
ァ
聖
歌
な
ど
を
聴
い
て

い
る
と
、
ひ
と
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
見
え
て
き
て
、

そ
の
国
の
音
楽
に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
あ
る
ん

だ
け
れ
ど
、
よ
く
聴
い
て
い
る
と
国
境
が
な
く
、

人
間
と
自
然
が
一
体
化
し
て
自
然
発
生
し
た
音

楽
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
い
っ
た
い
な
に
か

追
求
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
の
作
品
を
作

一
一

Ｉ

く
な
っ
て
、
表
現
も
も
っ
と
広
が
る
。

例
え
ば
、
詩
を
書
く
と
き
、
語
菜
が
増
え
れ

ば
増
え
る
ほ
ど
、
表
現
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て

い
く
の
と
同
じ
よ
う
に
、
音
楽
も
無
限
に
な
っ

て
い
く
。
音
楽
は
心
の
言
語
だ
と
思
う
し
、
感

情
を
音
と
し
て
表
現
す
る
に
は
、
新
し
い
方
法

を
追
求
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
か
ら
。

ボ
ク
の
感
覚
す
べ
て
を
理
解
し
て
く
れ
な
く
て

い
い
け
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
聴
い
て
る
人
に
伝

わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
ね
。
ボ
ク
の
新

し
い
表
現
を
新
鮮
に
感
じ
て
ほ
し
い
か
ら
ね
。

’
二
人
の
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
は
。

マ
イ
ク
い
ま
は
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
バ
ン

ド
で
ラ
イ
ブ
を
続
け
て
い
く
こ
と
だ
け
ど
、
そ

れ
と
同
時
に
い
ろ
ん
な
人
と
接
し
て
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
も
ら
う
こ
と
も
必
要
だ

と
思
う
。

ｌ
こ
の
バ
ン
ド
で
は
、
も
う
何
年
ぐ
ら
い
続
い

て
い
る
の
。

マ
イ
ク
多
少
の
変
化
は
あ
る
ん
だ
け
ど
、
ボ

ブ
・
フ
ラ
ン
ス
キ
ー
ニ
は
新
し
い
メ
ン
バ
ー
だ

け
ど
、
デ
ニ
ス
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
や
リ
ン
カ
ー

ン
・
ゴ
ー
イ
ン
ズ
の
コ
ン
ビ
は
ｕ
年
ぐ
ら
い
一

緒
に
活
動
し
て
る
。
ず
っ
と
同
じ
で
は
な
い
け

れ
ど
、
入
替
え
も
あ
り
な
が
ら
や
っ
て
き
て
い

マ
イ
ク
・
ス
タ
ー
ン
／
ボ
ス
ト
ン
生
ま
れ
。
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽

大
学
在
籍
中
に
タ
イ
ガ
ー
大
越
と
遭
遇
。
副
年
に
マ
イ
ル
ス
・

デ
イ
ピ
ス
・
バ
ン
ド
か
ら
メ
ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
マ
イ
ク

独
特
の
八
ｌ
ド
な
ギ
タ
ー
プ
レ
ー
は
、
バ
ッ
プ
ン
・
□
ｌ
ル
と

も
呼
ば
れ
、
ギ
タ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
目
指
す
若
者
の
羨
望
の
的

で
も
あ
る
。
ア
ル
バ
ム
「
ビ
ト
ゥ
イ
ー
ン
・
ザ
・
ラ
イ
ン
ズ
」

は
顕
年
度
の
グ
ラ
ミ
ー
賞
ベ
ス
ト
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ジ
ャ

ズ
・
ア
ル
バ
ム
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。

夕
イ
ガ
ｉ
大
越
．
．
“
芦
屋
市
生
ま
れ
。
疋
年
、
パ
ー
ク
リ
ー
音
楽

大
学
に
入
学
。
タ
イ
ガ
ー
ズ
・
バ
ク
・
バ
ン
ド
を
結
成
。
ア
ル

バ
ム
「
フ
ェ
イ
ス
・
ト
ウ
・
フ
エ
イ
ス
」
が
キ
ャ
ビ
ン
の
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
に
な
り
日
本
で
も
タ
イ
ガ
ー
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
。
実

家
で
震
災
に
遭
遇
。
そ
の
後
、
年
に
数
回
来
日
し
、
神
戸
、
東

京
、
北
海
道
な
ど
で
演
奏
を
し
て
い
る
。
４
月
に
は
香
港
、
７

月
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
、
ハ
ワ
イ
の
ジ
ャ
ズ
・
フ
エ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
出
演
。
明
年
「
ガ
ラ
ー
・
オ
ブ
・
ソ
イ
ル
」
を
ビ
ク
タ
ー

よ
り
リ
リ
ー
ス
。

員
涛

圃昌

タ
イ
ガ
ー
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
も
、
ま
た
参

加
し
て
ほ
し
い
よ
。

マ
イ
ク
も
ち
ろ
ん
だ
よ
。

協
力
／
甲
陽
音
楽
学
院

ホ
テ
ル
サ
ン
ガ
ー
デ
ン
堂
島
・
つ
き
じ
植
む
ら

｜
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

PRESENTSlTｼ輔ﾂ捉供/甲隠ｻｳﾝス

蕊-蟻
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今年から東京・名古屋・神戸と今回展開とな
ったフェニックスジャズフェスティバルが８月１１

日、東京・すみだトリフオニーホール、１２日、
名古屋・ボトムライン、１３日、神戸・ポートビ
アホールで開催された。このジャズフェスティ
バルは、第１回から、地元で活躍するジャズバン
ドや学生バンドとバークリー音大を卒業したジ
ャズプレーヤーや教授陣が、いっしょの舞台で
ライブするというオリジナルな企画を、甲陽音
楽学院と甲陽ｻｳﾝスが主催している。

ThedoortoBemkleeis

openedtoyou

畿：滋
【幕B』畠Eも

第６回ﾌｪﾆｯｸｽジｬズﾌｪｽﾃｨバﾙ

琢
堂

①

『；

東京では、バークリー音学大学ＯＢ日本人選
抜グループが、エリアゲストとして出演、バー
クリー音楽大学学生選抜メンバーとともにバー
クリーミュージックを堪能させてくれた。ＯＢグ
ループでは、作曲、アレンジでも高い評価のあ

る三木俊雄(Sax)､人気ドラムスプレーヤー大坂
昌彦(d『)など、全国のジャズスボットで活躍す
る実力あるメンバーたちがそろった。
神戸では初めてポートビアホールで開催。今
年のメインでもあるゲイリー・バートン(vib)＆

セルジオ・サルバトーレ(pf)のデュオ。演奏が
始まると、会場は、世界の頂点にたつベテラン、
ゲイリー・バートンのヴイブラフオンと天才ピ
アニスト､セルジオの透明で新鮮な旋律を奏でる
ピアノとのハーモニーは、人々の魂をもとろけ

させる幻想的な空間となった。

①ゲイリー・バートン②セルジオ・サルバトーレ
③ドナ・マクエルロイ④タイガー・大越

photo／東郷淳三

|必要単位数

6３

③

西洋音楽史エ｜Ｚ

西洋音楽史Ⅱ１２

ボピｭﾗｰ音楽史２

ジャス音卒中’２

･民族音楽史１，Ⅱ２

民族音窯史Ⅲ､Ⅳ’2

鑑涛〈：

ｌ

可

撤i(

シ

甲陽音楽学院バークリー音楽大学

噸+翻二９６
（,総識胤罷)(鎌）

羽目名哩位

ｺﾝピｭｰﾀｰ入門１２

”ｑＣｍｍ謝再が唯

ノー’鋤，

|認定科目と単位数
回音頭史系

科目名単世

ハーモニーエ’２

ハーEﾆｰⅡ’２
ハーモニ戸Ⅲ２

ハー彊一Ⅳ２

アレンジ１２

アレンジⅡ２

イヤート【～ニングＩ２

囲踊吋系

無産認：｜童…嬢１，羽目名単位｜

ｲﾔｰﾄ'一ﾆﾝグXノ２ﾗﾜｦﾗｦ冗12
1ﾉヂｲｱﾝ4癖ﾃﾚfツクー言回その他

1995年５月から、バークリー・インターナショ

ナル・ネットワーク加盟枝となった甲陽音楽学院
は、さらに一歩前進し、2000年４月よりバークリ
ー音大に編入が可能になった。バークリー音大を
修了するための必要単位数96から120単位のう
ち、３７から46単位を認定される。バークリー音
楽大学では９月､５月、１月と1年間に3セメスター
(学期>あり､通常1年に2セメスターとることにな
るので､約2年かかる習得単位数が甲陽音楽学院で
認定されることになった。
世界に広がるバークリー音大の提携校は現在１３
校。編入可能枝はイスラエルギリシャに続いて
3校目が甲陽音楽学院となる。最初に認定された
イスラエルのリモンスクールと信頼関係のある院
長の菅内考憲氏は､３年前から資料を取りよせカ
リキュクラムの検討をしていたが、昨年４月、バ
ークリー音大を訪問してカリキュラムの担当者と
話し合いをもち、正式に決定したもの｡副学長の
ケｲﾘｰ･バートンのアドバイスによれば､ミュ
ージックテクノロジーの授業では､数学的な知識
が必要なので、それを英語で受けることは、日本
人には難しく、甲陽でしっかり単位をとってきて
ほしいと。
プレーヤーのみならず、音楽製作者の教育でも
世界一を誇るバークリー音大と編入制度が確立し
た甲陽音楽学院は、神戸市が情報発信都市として
発展していくこと、バークリー音大のインターネ

ットシステムの開発とともに、もっとも将来性の
高いコンピューターミュージックやインターネッ
トミュージックビジネスのコースに、今後力を入

れていく方向だ。さらに、来年の3daysセミナー
ではバークリーとのインターネットライブ授業も

検討中である｡また､甲陽の先生もバークリーのセ
ミナーを受けたり､いまより多くのバークリーの

教授が甲陽で直接教えるようになるだろう。

目実技系

肌世1１科目名単位Ｉ

ｊｎ－･Ｌ

バ
ー
ク
リ
ー
に
お
い
て
単
位
交
換
可
能

⑨
２
０
０
０
年
度
（
Ｉ
ク
リ
ー
奨
学
金
叫
名
合
格

③
甲
陽
音
楽
学
院
推
薦
の

パ
ー
ク
リ
ー
奨
学
金
年
間
７
０
０
０
ド
ル

●
甲
陽
音
楽
学
院
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

音
露

●
バ
ー
ク
リ
ー
音
楽
大
学

好
輪

編
入
制
度
認
可
校

●マンツーマン指導

●少人数制クラ
●初心者からブ

ス
ロま-で

繋 灘灘
鱈鱗蕊擬
ｑｌ擬灘蕊

鵜灘繍

②i蕊議雲
2007春期生募集！

ンベット､トロンボーン､フルートや

ＰＡ･レコーディング専攻

ｺﾝｭー ﾀー ﾐｭー ジｯｸ専攻
斑かな知識と感性で音を自由自在
に操るｽぺｼｬﾘｽﾄをめざす。

クラシックミュージ

入学案F覇誉をご希望の方は､氏名･住所･電話番号年齢・

希望のコース(専攻)/環器を明記の上八ガｷで､TEL／
FAXの方はお問い合わせ専用フリーダイヤル､またはｲ
ﾝﾀー ﾈｯﾄでお申し込み下さい｡無料で送付いたし毒『･

充実のカリキュラム！

ｅブルーﾉｰﾄ大阪､神戸有名ホールでの

スクールコンサート

②海外からの有名ｱー ﾃｨｽﾄのセミナーなど

新聞各紙推奨校／新聞奨学金制度採用校

ＩＡＳ｣日本代表校

畷革ii;騨鮮院
〒657-0059神戸市灘区篠原南町5-4-1

甲陽音楽学院神戸係

ホームページアドレス

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ･ｋｏｙｏ･ｎｅｔ／

繍蝋鵬0120.ii航

厩

１－カレッジオブミュージック提携校
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